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り
国
立
病
院
や
大
学
病
院

で
耳
鼻
咽
喉
の
多
様
な
疾

患
に
向
き
合
い
手
術
症
例

を
数
多
く
重
ね
、Best D

o
ctors in Japan

に
も
選
出

さ
れ
た
日
本
耳
鼻
咽
喉
科

学
会
専
門
医
。
副
鼻
腔
炎

の
名
医
と
し
て
も
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
４
年

の
開
業
以
来
、
確
か
な
診

療
で
声
価
を
高
め
て
き
た

が
、
中
で
も
存
在
感
を
示

し
て
い
る
の
が
、
鼻
づ
ま
り

も
近
年
急
増
し
て
い
る
難
治

性
の
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎

に
つ
い
て
も
日
帰
り
手
術
で

対
応
す
る
。

 

「
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
は
、

白
血
球
の一
種
の
好
酸
球
と

い
う
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
関

わ
る
細
胞
が
鼻
・
副
鼻
腔

に
多
く
出
現
し
、
喘
息
を

合
併
す
る
こ
と
が
多
い
疾

患
で
す
。
原
因
、
病
態
は

い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
で

し
く
な
る
と
、
人
生
が
変

わ
っ
た
と
喜
ぶ
患
者
さ
ん
も

い
る
そ
う
だ
。　

　

こ
う
し
た
鼻
の
手
術
で

は
、
通
常
は
術
後
2
～
3

日
間
、
鼻
内
の
ガ
ー
ゼ
パ
ッ

キ
ン
グ
を
行
う
が
、
石
戸
谷

院
長
は
そ
れ
が
頭
重
感
な

ど
術
後
の
苦
痛
の
原
因
と
な

る
と
し
て
手
術
翌
日
に
で
き

る
だ
け
鼻
内
ガ
ー
ゼ
を
抜

去
し
、
患
者
さ
ん
の
術
後
の

す
が
、
嗅
覚
障
害
、
鼻
閉
、

粘
り
気
の
強
い
鼻
汁
や
後
鼻

漏
な
ど
が
主
要
症
状
で
す
。

手
術
は
慢
性
副
鼻
腔
炎
と

同
様
に
局
所
麻
酔
の
日
帰

り
手
術
で
行
って
い
ま
す
。」

　

こ
の
ほ
か
、
左
右
の
鼻
腔

の
間
に
あ
る
鼻
中
隔
が
曲

が
っ
て
鼻
づ
ま
り
や
嗅
覚
障

害
の
原
因
と
な
る
鼻
中
隔

弯
曲
症
に
対
し
て
も
、
内

視
鏡
下
鼻
内
手
術
で
曲
が
っ

辛
さ
が
早
期
に
解
消
さ
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

手
術
は
も
ち
ろ
ん
、
手

術
前
の
説
明
か
ら
術
後
の

処
置
ま
で
す
べ
て
石
戸
谷
院

長
に
し
て
も
ら
え
る
の
が
何

よ
り
も
心
強
く
、
高
度
の

医
療
技
術
と
心
配
り
が
相

ま
っ
て
信
頼
度
は
高
ま
る
一

方
だ
。 

（
ラ
イ
タ
ー
／
斎
藤
紘
）

て
い
る
部
分
の
骨
や
軟
骨
を

摘
出
す
る
。
局
所
麻
酔
の

手
術
な
の
で
患
者
さ
ん
が
手

術
中
に
劇
的
に
鼻
の
通
り
が

よ
く
な
る
こ
と
が
実
感
で
き

る
。
重
症
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
に
つ
い
て
は
、
粘
膜
下

下
鼻
甲
介
骨
切
除
術
や
後

鼻
神
経
切
断
術
な
ど
で
対

応
す
る
。
鼻
の
通
り
が
よ

く
な
り
匂
い
も
よ
く
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
食
事
が
お
い

局
所
麻
酔
で
痛
み
は
軽
微

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
も
可

 

『
石
戸
谷
耳
鼻
咽
喉
科
』の

石
戸
谷
淳
一院
長
は
、
生
体

防
御
で
重
要
な
働
き
を
す

る
白
血
球
に
関
す
る
研
究

で
医
学
博
士
の
学
位
を
東

大
で
取
得
、
長
年
に
わ
た

や
匂
い
が
わ
か
ら
な
い
な
ど

生
活
の
質
に
深
く
関
わ
る

副
鼻
腔
炎
や
鼻
中
隔
弯
曲

に
対
す
る
的
確
で
低
侵
襲

の
日
帰
り
手
術
だ
。

　

石
戸
谷
院
長
は
、
火
曜

と
金
曜
の
午
前
を
日
帰
り

手
術
の
時
間
に
充
て
る
。

手
術
は
、
両
側
を
一
度
に
行

い
手
術
の
負
担
が
一
度
で
済

む
。
鼻
づ
ま
り
や
鼻
汁
、

鼻
汁
が
の
ど
に
垂
れ
る
後
鼻

漏（
こ
う
び
ろ
う
）、
痰・咳
、

頭
重
感
、
嗅
覚
障
害
な
ど

の
症
状
が
あ
る
慢
性
副
鼻

腔
炎
な
ど
に
対
し
て
、
十
分

に
局
所
麻
酔
を
行
い
、
内

視
鏡
を
挿
入
し
て
鼻
内
を
モ

ニ
タ
ー
に
映
し
な
が
ら
出
血

の
少
な
い
低
侵
襲
の
手
術
を

行
う
。
局
所
麻
酔
で
も
痛

み
は
軽
微
で
、
手
術
中
も

石
戸
谷
院
長
や
看
護
師
さ

ん
と
会
話
を
楽
し
む
患
者

さ
ん
も
多
い
。

　

慢
性
副
鼻
腔
炎
の
中
で

鼻の疾患に対する
低侵襲日帰り手術好評
高度の医療技術で
患者負担の軽減追求

石戸谷耳鼻咽喉科
いしとやじびいんこうか
2 
0 
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診○  9:30～12:00　15:00～18:00
4 日曜日・祝日・火、金曜日午前・木、土曜日午後


